












目的 

 心身障害児指導の臨床の場では,たえまない子どもの世話と,不安と混乱の中にある親の

対応に追われがちであるが,その臨床経験の中から,障害児が将来地域の中でよりよい適応

を得るための条件を調べ,日常指導の充実をはかることが大きな課題となっている。 

 そのため,障害児の発達と適応の経過を長期追跡による prospective の方法でみきわめ,

将来の適応と関係の深い要因をさぐり,多様な要因のからみあいをコンピューターによる

解析を利用して明らかにすることを試みた。 


